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平
成

１６
年
第
５
回
湯
河
原
町
議
会
「
９
月
定
例
会
」
は
、
９
月

１３
日
に
開
会
さ
れ
、
会
期

１６
日
間
（
本
会
議
開
催
日
４
日
間
）
に

わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
平
成

１５
年
度
決
算
、
補
正
予
算
、
条
例
、
動

産
の
取
得
、
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
、
真
鶴
町
湯
河
原
町

合
併
協
議
会
の
廃
止
な
ど
議
案

１７
件
、
陳
情
審
査
１
件
、
意
見
書

１
件
、
決
議
１
件
な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
１１
月
４
日
に
は
、
第
６
回
湯
河
原
町
議
会
「

１１
月
臨
時
会
」
が

開
催
さ
れ
、
補
正
予
算
１
件
、
意
見
書
１
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　（
総
務
文
教
常
任
委
員
会
）

  

○
平
成
16
年
度
総
合
防
災
訓
練

に
つ
い
て
町
の
計
画
の
説
明
を

受
け
、
議
会
の
対
応
を
協
議
し

ま
し
た
。

○
中
央
土
地
区
画
整
理
事
業
に

係
る
換
地
処
分
取
消
請
求
訴
訟

に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

○
付
託
案
件
で
あ
る
「
県
立
小

田
原
養
護
学
校
分
教
室
設
置
に

関
す
る
陳
情
」
を
採
択
し
、
県

に
対
し
て
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
「
郵
政
事

業
民
営
化
反
対
の
陳
情
」
は
国

会
で
審
議
が
な
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

○
平
成
15
年
度
町
の
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
と
行
政
コ
ス
ト
計
算
書

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

（
そ
の
他
）
①
個
人
情
報
保
護

運
営
審
議
会
の
答
申
に
つ
い
て
。

②
平
成
16
年
度
８
月
末
町
税
等

収
納
状
況
に
つ
い
て
。
③
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て
。
④

電
算
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
。
⑤

町
村
合
併
50
周
年
記
念
事
業
に

つ
い
て
。
⑥
学
校
二
学
期
制
の

  
　
歳
出
で
は
、
各
種
委
託
料
、

補
助
金
の
実
態
等
に
つ
い
て
論

議
さ
れ
ま
し
た
。

○
各
会
計
と
も
、
予
算
が
適
正

に
執
行
さ
れ
た
か
の
審
査
と
共
に
、

平
成
17
年
度
の
予
算
編
成
に
向

け
て
の
意
見
、
要
望
が
各
委
員

か
ら
出
さ
れ
、
一
般
会
計
は
賛

成
多
数
、
そ
の
他
７
会
計
は
全

員
賛
成
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

（
委  

員 

長
）
丸
山
　
孝
夫

（
副
委
員
長
）
半
川
　
義
輝

（
委
　
　
員
）
高
橋
　
延
幸

　
　
　
　
　
　
室
伏
　
重
孝
　

　
　
　
　
　
　
冨
田
　
幸
宏

　
　
　
　
　
　
山
崎
　
光
男

　
　
　
　
　
　
佐
々
木
征
坡

　
　
　
　
　
　
小
澤
　
眞
司

　
　
　
　
　
　
北
村
　
幸
則

　　

決
算
の
認
定

　
９
月
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た

決
算
に
つ
い
て
は
、
決
算
審
査

特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
　

○
平
成
15
年
度
一
般
会
計
、
国

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
な

ど
５
特
別
会
計
及
び
水
道
、
温

泉
の
２
公
営
事
業
会
計
の
決
算

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

○
一
般
会
計
の
歳
入
で
は
、
繰

越
金
の
増
額
の
理
由
と
、
繰
越

金
の
処
理
方
法
、
入
湯
税
の
徴

収
状
況
な
ど
が
論
議
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
だ
よ
り

委
員
会
だ
よ
り

総
務
文
教
常
任
委
員
会

９
月
定
例
会
・
11
月
臨
時
会

９
月
定
例
会
・
11
月
臨
時
会

会 計 名 � 

一 般 会 計 � 

国民健康保険事業特別会計� 

吉 浜 財 産 区 特 別 会 計 � 

下 水 道 事 業 特 別 会 計 � 

老 人 保 健 医 療 特 別 会 計 � 

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 � 

合 計

歳入決算額      

９０億６，２６２万円� 

２９億９，６９８万円� 

１，８１０万円� 

２２億０，４３２万円� 

２９億３，７３９万円� 

１４億４，３５６万円� 

１８６億６，２９７万円� 

 歳出決算額 

８７億１，９３６万円� 

２８億５，２５８万円� 

１，０５８万円� 

２１億９，３２９万円� 

２８億８，６０７万円� 

１４億１，２７１万円� 

１８０億７，４５９万円� 

  差　引　額� 

３億４，３２６万円� 

１億４，４４０万円� 

７５２万円� 

１，１０３万円� 

５，１３２万円� 

３，０８５万円� 

５億８，８３８万円� 

平成15年度決算の内容　
　　　　　　　　　　　　一般会計および特別会計

水道事業会計

収益的収入 収益的支出 当年度期純利益

４億４，０３３万円 ４億３，８７７万円          １５６万円

１．収益的収入及び支出（税抜き）

資本的収入 資本的支出 差引額

　 ９，０６９万円    ３億１，７０４万円�  △２億２，６３５万円� 

２．資本的収入及び支出（税込み）

温泉事業会計

収益的収入 収益的支出 当年度純利益

２億６，６６９万円 ２億１，３４４万円 　５，３２５万円� 

１．収益的収入及び支出（税抜き）

資本的収入 資本的支出 差引額

　３，０００万円 　　１億１７７万円�  △７，１７７万円� 

２．資本的収入及び支出（税込み）
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運
営
状
況
に
つ
い
て
。
⑦
真
鶴

町
に
お
け
る
連
続
火
災
発
生
へ

の
対
策
に
つ
い
て
。

（
民
生
常
任
委
員
会
）

○
福
浦
会
館
に
お
け
る
世
代
間

交
流
に
つ
い
て

　
高
齢
者
と
児
童
が
世
代
を
超

え
て
交
流
す
る
託
幼
老
施
設
で
、

10
月
１
日
よ
り
実
施
予
定
と
の

報
告
を
受
け
ま
し
た
。

○
自
動
販
売
機
設
置
の
確
認
調

査
結
果
に
つ
い
て

　
当
町
の
環
境
美
化
促
進
に
関

す
る
条
例
に
お
い
て
、
自
動
販

売
機
を
設
置
す
る
場
合
、
届
出

と
回
収
容
器
の
設
置
及
び
こ
れ

ら
の
適
正
管
理
が
義
務
付
け
ら

れ
て
お
り
、
回
収
容
器
の
設
置

状
況
や
ポ
イ
捨
て
防
止
の
強
化

等
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

（
そ
の
他
）
し
尿
処
理
施
設
の

熱
海
市
と
の
協
議
に
つ
い
て
。

（
経
済
建
設
常
任
委
員
会
）

○
さ
つ
き
ま
つ
り
の
事
業
報
告

と
決
算
報
告
に
つ
い
て

　
さ
つ
き
の
郷
の
維
持
管
理
に

つ
い
て
町
民
参
加
で
進
め
る
べ

き
と
の
意
見
が
出
さ
れ
検
討
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

      

写
真

○
夏
季
事
業
の
実
績
報
告

　
海
開
き
及
び
砂
の
芸
術
大
会

の
日
程
を
、
人
出
の
多
い
日
に

変
更
さ
れ
た
い
と
要
望
し
ま
し
た
。

　
や
っ
さ
ま
つ
り
の
パ
レ
ー
ド

コ
ー
ス
に
つ
い
て
町
民
の
声
が

い
ろ
い
ろ
あ
る
の
で
、
実
行
委

員
会
の
充
分
な
検
討
を
要
望
し

ま
し
た
。

○
中
央
土
地
区
画
整
理
事
業
に

係
る
換
地
処
分
取
消
請
求
訴
訟

に
つ
い
て

　
清
算
金
の
算
定
過
程
に
お
い
て
、

町
の
算
定
方
法
に
一
部
誤
り
が

あ
る
と
の
判
決
に
対
し
、
区
画

整
理
事
業
に
お
い
て
他
へ
の
影

響
が
大
で
あ
る
た
め
控
訴
を
了

承
し
ま
し
た
。

○
（
そ
の
他
）
温
泉
の
実
態
調

査
と
表
示
に
つ
い
て
検
討
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

（
国
内
外
親
善
都
市
推
進
特
別 

委
員
会
）

○
本
年
度
の
国
内
外
親
善
都
市

交
流
に
つ
い
て

　
三
原
市
と
の
子
ど
も
交
流
推

進
事
業
、
奈
川
村
と
の
青
少
年

ふ
れ
あ
い
交
流
事
業
及
び
ポ
ー

ト
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
市
へ
の
中

学
生
派
遣
事
業
の
結
果
報
告
を

受
け
ま
し
た
。

○
中
国
の
親
善
都
市
調
査
に
つ

い
て
　
交
流
の
目
的
を
観
光
・
経
済

に
的
を
絞
り
、
二
〇
〇
八
年
の

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、

情
報
の
収
集
に
努
め
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

○
（
そ
の
他
）
忠
州
市
と
の
姉

妹
都
市
提
携
10
周
年
記
念
事
業
、

国
内
外
親
善
交
流
フ
ェ
ア
等
に

つ
い
て
論
議
し
ま
し
た
。

（
広
域
行
政
特
別
委
員
会
）

　
合
併
が
白
紙
に
な
っ
た
あ
と

最
初
の
委
員
会
が
開
催
さ
れ
真

鶴
町
と
の
広
域
行
政
全
般
に
つ

い
て
論
議
さ
れ
ま
し
た
。

○
し
尿
処
理
で
は
、
平
成
17
年

度
以
降
の
処
理
委
託
と
、
下
水

道
し
尿
処
理
施
設
の
広
域
的
な

検
討
を
し
ま
し
た
。

○
火
葬
場
事
業
で
は
、
両
町
の

事
業
費
の
見
直
し
。
水
道
事
業

で
は
、
真
鶴
町
の
有
収
水
量
の

引
き
上
げ
と
、
水
道
事
業
の
統
合
。

消
防
事
務
委
託
費
負
担
金
で
は
、

救
助
費
用
に
つ
い
て
の
見
直
し
。

　
な
ど
活
発
な
討
論
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

（
合
併
問
題
調
査
特
別
委
員
会
）

　
８
月
８
日
に
真
鶴
町
で
執
行

さ
れ
た
「
真
鶴
町
の
合
併
に
つ

い
て
の
意
思
を
問
う
住
民
投
票
」

は
、
湯
河
原
町
と
の
合
併
に「
反

対
」が
「
賛
成
」
を
僅
か
な
が
ら

上
回
り
、
真
鶴
町
長
が
辞
任
し

ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
を
受
け
、
８
月
18

日
に
開
催
さ
れ
た
「
第
８
回
真

鶴
町
湯
河
原
町
合
併
協
議
会
」

に
お
い
て
、
「
真
鶴
町
長
の
選

挙
が
終
わ
る
ま
で
協
議
会
を
残

す
べ
き
」
と
の
意
見
も
あ
り
ま

し
た
が
、
４
月
に
実
施
し
た
住

民
意
向
調
査
と
２
度
に
わ
た
る

真
鶴
町
民
の
意
思
を
尊
重
し
、

同
協
議
会
は
解
散
す
る
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　
合
併
協
議
会
が
解
散
し
た
こ

と
に
よ
り
、
合
併
問
題
調
査
特

別
委
員
会
も
存
続
す
る
意
義
が

な
い
と
の
結
論
に
至
り
、
採
決

の
結
果
、
賛
成
多
数
に
よ
り
同

委
員
会
を
終
了
す
る
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問

　
質
問
者
　
室
伏
重
孝
議
員

　
合
併
協
議
会
廃
止
後
の
財

政
の
見
直
し
に
つ
い
て

　
合
併
に
向
け
て
検
討
し
て
き

ま
し
た
諸
事
業
に
つ
い
て
は
、

合
併
が
白
紙
に
戻
り
、
事
業
の

実
現
が
困
難
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
今
後
こ
れ
ら
の
事
業

も
含
め
ま
し
て
、
そ
の
進
め
方

や
方
向
性
、
財
政
計
画
は
ど
の

よ
う
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
現
在
、
平
成
17
年
度
の
予
算

編
成
に
向
け
、
町
単
独
で
の
財

政
計
画
を
再
度
推
計
し
直
し
、

歳
入
・
歳
出
の
格
差
を
ど
の
よ

う
に
調
整
す
る
の
か
の
検
討
に

取
り
掛
か
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
歳
入
に
お
き
ま
し
て
は
、
普

通
財
産
の
売
払
収
入
や
貸
付
収

入
と
い
っ
た
自
主
財
源
の
確
保
、

ま
た
歳
出
に
お
き
ま
し
て
は
、

ルールを守って明るい政治 3ない運動 政治家は有権者に寄付を贈らない！

民
生
常
任
委
員
会

経
済
建
設
常
任
委
員
会

広
域
行
政
特
別
委
員
会

合

併

問

題

調

査

　
　

特
別
委
員
会

国
内
外
親
善
都
市
推
進

　

　

特

別

委

員

会

一
般
質
問

さつきまつりの風景
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人
件
費
や
扶
助
費
と
い
っ
た
義

務
的
経
費
も
含
め
、
さ
ら
な
る

見
直
し
を
図
り
、
新
市
建
設
計

画
で
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
緊

急
性
、
必
要
性
の
あ
る
事
業
は
、

投
資
的
経
費
で
の
優
先
順
位
の

見
直
し
を
行
い
、
重
点
配
分
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

「
三
位
一
体
の
改
革
の
町
へ
の

影
響
に
つ
い
て
」

　
質
問
者
　
小
澤
眞
司
議
員

　
介
護
保
険
の
保
険
料
減
免

制
度
の
利
用
促
進
と
利
用
料

の
減
免
制
度
の
創
設
に
つ
い

て　
厚
生
労
働
省
は
、
自
治
体
が

進
め
る
介
護
保
険
減
免
制
度
を

抑
制
三
原
則
で
自
治
体
の
努
力

を
妨
害
し
て
い
る
が
、
以
下
の

項
目
の
答
弁
を
。

①
保
険
料
減
免
制
度
の
利
用
実
態
。

②
介
護
利
用
料
の
所
得
に
応
じ

た
減
免
率
の
設
定
を
。
③
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
状
態

と
進
行
状
況
。

　
①
保
険
料
減
免
制
度
の
利
用

実
態
は
、
10
数
名
の
方
か
ら
相

談
が
あ
り
ま
し
た
が
、
基
準
額

を
超
え
て
い
た
。
介
護
保
険
料

の
納
付
書
と
一
緒
に
し
て
減
免

制
度
を
周
知
徹
底
し
た
い
。

②
介
護
保
険
利
用
料
の
減
免
の

実
施
は
、
慎
重
に
検
討
し
た
い
。

③
待
機
者
は
117
名
。
う
ち
介
護

度
４
〜
５
の
方
は
43
名
。
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
施
設
の
開
所

は
平
成
19
年
４
月
頃
の
予
定
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

「
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て
」

「
ミ
ニ
公
募
債
の
発
行
の
検
討

に
つ
い
て
」

　
質
問
者
　
二
見
康
男
議
員

　
当
町
単
独
の
施
設
整
備
に

つ
い
て

　
合
併
優
遇
措
置
で
あ
る
合
併

特
例
債
の
期
限
の
来
年
３
月
末

ま
で
の
合
併
は
絶
望
的
に
な
っ

た
現
在
、
平
成
15
年
度
決
算
で

は
経
常
収
支
比
率
が
、
県
下
で

ワ
ー
ス
ト
２
で
財
政
状
況
は
一

段
と
硬
直
化
が
増
し
て
い
る
。

と
同
時
に
、
ま
た
毎
年
赤
字
と

の
数
字
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

来
年
以
降
の
歳
入
増
、
歳
出
減

を
ど
の
よ
う
な
方
法
で
行
な
う

考
え
か
。
消
防
本
部
、
湯
河
原

中
学
校
及
び
体
育
館
並
び
に
吉

浜
小
学
校
に
つ
い
て
い
つ
ご
ろ

耐
震
診
断
を
行
な
う
か
。

　
歳
入
増
に
つ
い
て
は
、
中
央

と
理
想
郷
の
土
地
２
件
で
売
却

額
は
一
億
二
千
万
円
ほ
ど
、
歳

出
減
は
人
件
費
、
扶
助
費
の
見

直
し
、
そ
れ
以
外
に
補
助
金
の

カ
ッ
ト
等
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

耐
震
診
断
に
つ
い
て
は
優
先
順

位
を
真
っ
先
に
し
て
行
い
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

「
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
つ
い
て
」

　
質
問
者
　
丸
山
孝
夫
議
員

　　
湯
河
原
町
に
は
白
雲
の
滝
、

不
動
滝
、
だ
る
ま
の
滝
、
五

段
の
滝
等
あ
る
が
観
光
資
源

と
し
て
所
有
関
係
等
を
ハ
ッ

キ
リ
と
し
、
有
効
活
用
を
図

る
こ
と
に
つ
い
て

　
湯
河
原
が
自
然
豊
か
な
観
光

地
と
し
て
そ
の
良
さ
を
再
認
識

す
る
た
め
に
滝
に
つ
い
て
取
り

上
げ
ま
す
。
湯
河
原
散
策
マ
ッ

プ
に
も
こ
れ
ら
の
滝
が
紹
介
さ

れ
滝
め
ぐ
り
を
し
て
い
る
人
達

も
い
る
。
不
備
の
多
い
滝
も
あ
る
。

フ
レ
ッ
シ
ュ
ゆ
が
わ
ら
が
五
段

の
滝
に
看
板
を
出
し
て
い
る
が
、

木
が
茂
り
す
ぎ
て
や
っ
と
３
段

し
か
見
え
な
い
。
清
水
の
滝
は

町
の
物
だ
が
、
水
量
も
多
く
た

く
さ
ん
の
人
達
に
見
て
も
ら
い

た
い
が
ア
ク
セ
ス
が
な
い
。
町

の
滝
全
般
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
「
蛇
態
の
滝
」
な
ど
趣
の
違

う
滝
を
巡
る
散
策
コ
ー
ス
の
設

定
な
ど
も
検
討
し
、
「
清
水
の
滝
」

な
ど
滝
全
体
の
今
後
に
つ
い
て

所
有
者
等
と
の
調
整
を
図
り
、

取
得
す
る
べ
き
か
等
の
判
断
を

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
質
問
者
　
佐
々
木
征
坡
議
員

　
　

　
町
ぐ
る
み
で
観
光
客
を
誘

致
す
る
施
策
に
つ
い
て

　
観
光
は
地
域
ぐ
る
み
の
総
合

産
業
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

観
光
客
の
誘
致
に
は
、
観
光
に

直
接
携
わ
る
旅
館
、
店
舗
、
交

通
機
関
等
の
他
に
、
一
般
の
町

民
の
参
画
が
是
非
と
も
必
要
で

あ
る
と
思
う
。
幸
い
、
観
光
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
町
民
に
よ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
年
々

活
発
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

日
ご
ろ
観
光
客
と
接
し
て
い
る

町
民
の
参
加
を
得
て
、
観
光
客

誘
致
の
た
め
に
何
を
す
べ
き
か

の
一
点
に
テ
ー
マ
を
絞
っ
た
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
は

ど
う
か
。

　
観
光
客
を
温
か
く
お
迎
え
す

る
に
は
、
快
適
な
施
設
の
提
供

と
気
持
ち
を
込
め
た
食
の
提
供
、

そ
し
て
心
の
こ
も
っ
た
お
も
て

な
し
を
す
る
と
い
う
３
点
が
最

も
大
切
だ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
雰
囲
気
を
醸
成
す

る
上
で
も
、
観
光
に
関
心
の
あ

る
方
々
を
中
心
と
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

「
町
民
の
手
作
り
に
よ
る
町
づ

く
り
を
促
進
す
る
制
度
の
創
設

に
つ
い
て
」

「
真
鶴
町
と
の
こ
れ
ま
で
の
広

域
行
政
の
評
価
に
つ
い
て
」

だるまの滝
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条
例
改
正

◆
湯
河
原
町
手
数
料
条
例
（
一

部
改
正
）

　
法
律
に
基
づ
く
戸
籍
の
無
料

証
明
に
つ
い
て
、
個
別
的
な
規

定
か
ら
包
括
的
な
規
定
に
改
正
し
、

ま
た
、
租
税
特
別
措
置
法
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
本
条
例
で
引

用
し
て
い
る
同
法
の
条
項
を
改

め
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改

正
し
ま
し
た
。

　
専
決
処
分
の
承
認

◆
控
訴
の
提
起
に
つ
い
て

　
湯
河
原
都
市
計
画
事
業
湯
河

原
中
央
土
地
区
画
整
理
事
業
に

係
る
換
地
処
分
取
消
請
求
事
件

に
対
す
る
横
浜
地
方
裁
判
所
平

成
16
年
6
月
30
日
言
渡
し
の
判

決
に
つ
い
て
、
そ
の
一
部
に
不

服
が
あ
る
た
め
、
控
訴
の
提
起

を
し
た
が
、
本
件
控
訴
期
間
は
、

民
事
訴
訟
法
第
285
条
の
規
定
に

よ
り
判
決
書
の
送
達
を
受
け
た

日
か
ら
２
週
間
以
内
と
短
く
、

こ
の
期
間
内
に
判
決
内
容
及
び

控
訴
の
提
起
の
検
討
を
行
い
、

さ
ら
に
、
議
会
招
集
の
手
続
等

を
考
慮
す
る
と
そ
の
暇
が
な
い

の
で
、
地
方
自
治
法
第
179
条
第

１
項
の
規
定
に
よ
り
７
月
９
日

に
専
決
処
分
し
た
と
の
報
告
を

受
け
、
こ
れ
を
承
認
し
ま
し
た
。

◆
平
成
16
年
度
湯
河
原
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

に
つ
い
て

　
湯
河
原
都
市
計
画
事
業
湯
河

原
中
央
土
地
区
画
整
理
事
業
に

係
る
換
地
処
分
取
消
請
求
事
件

に
対
す
る
横
浜
地
方
裁
判
所
の

判
決
の
一
部
を
不
服
と
し
て
控

訴
を
提
起
す
る
に
当
た
り
、
予

算
に
補
正
を
要
し
ま
す
が
、
議

会
を
招
集
す
る
暇
が
な
い
た
め
、

地
方
自
治
法
第
179
条
第
１
項
の

規
定
に
よ
り
７
月
９
日
に
専
決

処
分
し
た
と
の
報
告
を
受
け
、

こ
れ
を
承
認
し
ま
し
た
。

　

意
見
書
の
提
出

○
県
立
小
田
原
養
護
学
校
分
教

室
設
置
に
関
す
る
意
見
書

（
提
案
理
由
）

　
湯
河
原
真
鶴
地
区
か
ら
県
立

小
田
原
養
護
学
校
に
通
っ
て
い

る
児
童
生
徒
は
、
小
中
高
等
部

を
合
わ
せ
て
21
名
お
り
ま
す
。

分
教
室
設
置
を
と
い
う
プ
ラ
ン
は
、

以
前
か
ら
あ
り
ま
し
た
が
、
未

だ
に
実
現
に
は
至
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
よ
る

通
学
は
想
像
以
上
に
厳
し
く
、

自
力
通
学
の
で
き
な
い
生
徒
は
、

親
が
毎
日
100
㎞
近
く
送
迎
し
て

い
ま
す
。
子
供
達
の
快
適
な
学

校
生
活
が
保
障
さ
れ
、
ノ
ー
マ

ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念
等
が

具
現
化
さ
れ
る
よ
う
、湯
河
原
真

鶴
地
区
に
県
立
小
田
原
養
護
学

校
分
教
室
を
早
急
に
設
置
す
る

こ
と
に
つ
い
て
強
く
要
望
す
る
。

　
神
奈
川
県
知
事
、
神
奈
川
県

教
育
長
に
意
見
書
を
提
出
し
ま

し
た
。

○
砂
防
・
治
山
の
整
備
を
求
め

る
意
見
書

（
提
案
理
由
）

　
砂
防
・
治
山
事
業
は
、
国
土

を
保
全
し
土
石
流
か
ら
国
民
の

生
命
と
財
産
を
守
り
、
活
力
あ

る
経
済
社
会
と
安
全
で
快
適
な

国
民
生
活
を
実
現
す
る
た
め
の

生
活
基
盤
の
中
で
、
最
も
優
先

的
に
整
備
す
べ
き
根
幹
的
な
事

業
で
あ
り
ま
す
が
、
本
町
の
砂
防
・

治
山
の
整
備
状
況
は
、
依
然
と

し
て
低
い
水
準
に
あ
り
、
危
険

箇
所
も
数
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
急
峻
な
地
形
で
あ
る
「
カ

ヤ
の
木
沢
」
及
び
「
か
な
ま
じ

り
沢
」
は
平
成
16
年
10
月
９
日

の
台
風
22
号
に
よ
っ
て
土
石
流

や
流
木
が
多
量
に
発
生
し
、
下

流
部
の
旅
館
、
民
家
等
に
多
大

の
被
害
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　
よ
っ
て
、
「
カ
ヤ
の
木
沢
」

周
辺
を
速
や
か
に
砂
防
指
定
地

に
指
定
し
、
砂
防
設
備
の
整
備

を
強
く
要
望
す
る
。
ま
た
、
「
か

な
ま
じ
り
沢
」
は
、
上
流
部
が

土
砂
流
出
防
備
保
安
林
に
指
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
下
流
部

は
未
指
定
地
で
あ
る
た
め
、
早

期
に
保
安
林
指
定
並
び
に
工
事

に
着
工
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望

す
る
。

　
神
奈
川
県
知
事
に
意
見
書
を

提
出
し
、
神
奈
川
県
議
会
議
長

に
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
動
産
の
取
得

　
真
鶴
分
署
に
配
備
し
て
い
る

救
急
自
動
車
の
更
新
に
つ
い
て
、

指
名
競
争
入
札
の
結
果
、
神
奈

川
ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱
湯
河
原
店

と
１
６
、
４
８
５
、
０
０
０
円
で

購
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
全

員
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

　
の
推
薦
に
つ
い
て

法
務
大
臣
に
推
薦
す
る
た
め
、

人
権
擁
護
委
員
法
第
６
条
第
３

項
の
規
定
に
よ
り
同
意
し
ま
し
た
。

　
古
屋
ト
シ
子
さ
ん
（
新
任
）

　
　
　
中
央
五
丁
目
９
番
地
11

大
韓
民
国
忠
州
市
姉

妹
市
提
携
10
周
年
記

念
事
業
報
告

　
姉
妹
都
市
提
携
１０
周
年
記
念
式
典

が
忠
州
市
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

ま
た
、
同
時
開
催
の
第
７
回
忠
州
世

界
武
術
祭
へ
招
待
さ
れ
、
９
月
３０
日

か
ら
１０
月
３
日
ま
で
の
４
日
間
、
一

般
参
加
の
方
た
ち
と
訪
韓
し
ま
し
た
。

　
初
日
の
午
後
、
表
敬
訪
問
の
た
め

市
庁
舎
に
着
く
と
【
湯
河
原
町
訪
問

団
一
行
を
歓
迎
し
ま
す
】
と
日
本
語

で
書
か
れ
た
横
断
幕
が
掲
げ
ら
れ
て

お
り
、
熱
烈
な
歓
迎
を
う
け
ま
し
た
。

市
庁
舎
６
階
大
会
議
室
で
韓
昌
煕
市
長
、

韓
哲
煥
副
市
長
、
金
武
植
議
会
議
長

と
会
い
、
挨
拶
と
自
己
紹
介
を
し
ま

し
た
。
次
に
高
橋
収
入
役
・
北
村
議

長
と
韓
市
長
の
記
念
品
交
換
が
行
な

わ
れ
、
通
訳
を
交
え
姉
妹
都
市
提
携

ルールを守って明るい政治 3ない運動 有権者は政治家に寄付を求めない！

条
例
改
正

条
例
改
正
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１０
周
年
を
迎
え
た
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
話
し
ま
し
た
。
翌
日
は
、
市
長
、

副
市
長
、
議
長
及
び
議
会
議
員
の
方
々

と
姉
妹
都
市
提
携
１０
周
年
記
念
式
典

を
行
な
い
ま
し
た
。
式
典
は
１０
階
会

議
室
で
開
催
さ
れ
、
最
初
に
韓
市
長

の
挨
拶
、
次
に
高
橋
収
入
役
が
町
長

か
ら
預
か
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
披
露
し
、

金
議
長
の
祝
辞
、
そ
し
て
北
村
議
長
・

青
木
国
内
外
親
善
都
市
推
進
特
別
委

員
長
が
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
市
長
、
議
長
、
高
橋

収
入
役
、
北
村
議
長
に
よ
り
記
念
植

樹
を
行
い
ま
し
た
。
夕
方
に
は
、
第

７
回
忠
州
世
界
武
術
祭
開
幕
式
へ
招

待
さ
れ
ま
し
た
。
開
幕
式
は
、
小
雨

が
降
る
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、

そ
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
や
、
会
場

に
鳴
り
響
く
観
客
の
声
援
や
「
ゆ
く

ゆ
く
は
ア
ジ
ア
大
会
の
よ
う
に
し
た
い
」

と
考
え
て
い
る
主
催
者
の
演
出
・
熱

意
に
よ
り
寒
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
ひ

と
時
で
し
た
。
ま
た
、
国
宝
に
指
定

さ
れ
て
い
る
中
央
塔
や
宝
物
に
指
定

さ
れ
て
い
る
弥
勒
里
、
眼
下
に
美
し

　

い
水
面
を
た
た
え
る
弾
琴
台
な
ど
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
２
０
０

２
年
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
共
同
開
催
、

昨
今
の
韓
国
ブ
ー
ム
、
そ
し
て
８
月

と
今
回
の
記
念
式
典
が
行
な
わ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
忠
州
市
・
湯
河
原
町

の
絆
が
よ
り
強
く
な
っ
た
と
感
じ
ま

し
た
。

■
北
村
礒
江
議
長
所
感

　
忠
州
市
滞
在
中
は
、
姉
妹
都
市
提

携
１０
周
年
記
念
式
典
及
び
記
念
植
樹

が
市
庁
舎
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
他
に
第
７
回
忠
州
世
界
武
術
祭
開

幕
式
、
高
句
麗
時
代
の
遺
跡
を
視
察

し
ま
し
た
。
特
に
武
術
祭
は
３１
ヶ
国

か
ら
の
参
加
が
あ
り
、
各
国
の
意
匠

を
凝
ら
し
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
な

ん
と
盛
大
で
美
事
な
こ
と
。
そ
れ
は

見
応
え
の
あ
る
素
晴
ら
し
い
セ
レ
モ

ニ
ー
で
し
た
。
私
は
初
め
て
の
韓
国

訪
問
で
し
た
が
、
韓
国
は
立
派
な
伝

統
文
化
を
持
つ
誇
り
高
き
国
民
性
を

有
す
る
国
で
あ
る
事
に
思
い
を
致
し

ま
し
た
。
一
般
訪
問
団
の
皆
様
も
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
を
通
じ
て
知
り
合
っ
た

人
達
と
の
再
会
に
一
層
絆
を
深
く
し

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
「
近
く
て
遠
き
は･･･

」

で
は
な
く
、
交
流
活
動
を
活
発
に
し

て
お
互
い
の
文
化
の
理
解
に
つ
と
め

真
の
友
好
関
係
構
築
が
急
務
で
あ
る

と
思
い
ま
し
た
。

■
原
田
洋
副
議
長
所
感

　
民
選
２
代
目
の
韓
市
長
は
若
く
、

ま
だ
市
長
に
な
っ
て
間
も
な
い
と
の

こ
と
で
す
が
柔
和
で
笑
顔
を
絶
や
さ

ず
我
々
訪
問
団
一
行
を
温
か
く
迎
え

て
く
れ
ま
し
た
。
金
議
長
か
ら
韓
国

の
議
会
制
度
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、

日
本
と
若
干
の
違
い
は
あ
る
が
、
議

員
は
地
元
の
代
表
と
し
て
選
出
さ
れ

る
こ
と
が
多
く
、
湯
河
原
と
の
交
流

が
始
ま
っ
た
水
安
堡
か
ら
も
１
名
選

出
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

今
回
の
訪
問
は
、
姉
妹
都
市
提
携
１０

年
記
念
式
典
と
世
界
武
術
際
へ
の
出

席
が
主
な
目
的
で
、
一
般
の
市
民
の
方
々

と
は
、
あ
ま
り
接
す
る
機
会
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
弥
勒
文
化
祭
や

高
句
麗
や
新
羅
時
代
の
遺
跡
見
学
な

ど
を
通
じ
、
韓
国
の
歴
史
と
文
化
に

触
れ
る
機
会
が
あ
り
大
変
有
意
義
な

訪
問
で
し
た
。

■
青
木
昭
久
議
員
所
感

　
公
式
行
事
が
終
わ
り
宿
舎
で
あ
る

水
安
堡
温
泉
に
戻
る
と
昔
の
懐
か
し

い
仲
間
が
さ
さ
や
か
な
歓
迎
会
で
歓

待
し
て
く
れ
た
が
、
そ
の
際
に
こ
ん

な
こ
と
を
言
っ
て
い
た
。
「
も
と
も

と
水
安
堡
の
温
泉
が
縁
で
交
流
が
始

ま
り
姉
妹
都
市
提
携
を
し
た
が
、
中

原
郡
が
合
併
に
よ
り
忠
州
市
と
な
っ

て
か
ら
は
、
忠
州
市
ば
か
り
に
顔
を

向
け
、
水
安
堡
の
人
た
ち
は
寂
し
い

思
い
を
し
て
い
る
。
」
こ
の
言
葉
を

聴
い
た
と
き
、
時
の
流
れ
と
は
い
え

本
当
に
す
ま
な
い
と
心
か
ら
思
っ
た
。

民
間
交
流
の
原
点
で
あ
る
水
安
堡
の
人
々

と
の
交
流
が
薄
れ
、
行
政
の
中
心
で

あ
る
忠
州
市
の
方
に
い
つ
の
間
に
か

ウ
エ
イ
ト
が
移
り
、
そ
れ
に
気
づ
か

な
か
っ
た
の
だ
。
こ
の
こ
と
は
、
今

度
の
委
員
会
で
取
り
上
げ
、
今
後
の

交
流
の
あ
り
方
を
再
検
討
し
た
い
と

思
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
実
り
あ

る
有
意
義
な
訪
問
で
あ
っ
た
。

■
丸
山
孝
夫
議
員
所
感

　
姉
妹
都
市
提
携
締
結
の
た
め
韓
国

を
訪
問
し
て
か
ら
早
く
も
１０
年
の
歳

月
が
過
ぎ
た
。
今
回
締
結
１０
周
年
記

念
と
忠
州
市
で
行
な
わ
れ
る
世
界
武

　

術
祭
を
視
察
し
て
韓
国
も
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
な
ど
が
行
な
わ
れ
た
経
験
で
大

き
く
変
革
を
遂
げ
て
い
た
。
折
か
ら

ヨ
ン
様
ブ
ー
ム
で
８
月
だ
け
で
も
３

万
人
が
訪
れ
、
日
本
語
の
出
来
る
通

訳
が
不
足
し
、
８
月
は
無
休
で
働
い

た
そ
う
で
す
。
過
去
の
忌
ま
わ
し
い

歴
史
を
の
り
こ
え
て
両
国
の
交
流
は

確
実
に
進
ん
で
い
る
と
思
い
ま
し
た
が
、

武
術
祭
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
韓
国
人

の
多
く
集
ま
る
会
場
で
は
、
日
の
丸

の
つ
い
た
胸
の
プ
レ
ー
ト
は
外
し
た

ほ
う
が
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

更
に
友
好
交
流
を
進
め
な
け
れ
ば
と

の
思
い
を
あ
ら
た
に
い
た
し
ま
し
た
。

■
室
伏
重
孝
議
員
所
感

　
湯
河
原
町
・
忠
州
市
姉
妹
都
市
提

携
１０
周
年
を
祝
い
、
今
回
忠
州
市
を

訪
問
し
て
参
り
ま
し
た
。
今
回
、
訪

問
団
の
一
人
ひ
と
り
が
韓
国
の
異
国

文
化
や
伝
統
に
触
れ
、
い
ろ
い
ろ
な

思
い
出
作
り
が
で
き
、
日
本
に
帰
っ

て
く
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。
韓
国
忠
州
市
は
現
在
人
口
２２

万
人
の
都
市
で
す
が
、
現
地
の
方
に

伺
う
と
今
後
人
口
を
５０
万
人
ま
で
伸

ば
し
、
韓
国
の
中
心
に
な
る
よ
う
に

高
速
道
路
や
町
並
み
の
整
備
を
し
、

働
き
場
所
や
温
泉
へ
の
誘
客
を
進
め

て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
湯

河
原
も
姉
妹
都
市
と
し
て
恥
じ
な
い

町
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
感
じ
ま
し
た
。
今
後
も
、
更
な
る
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両
市
町
の
友
好
親
善
の
交
流
を
深
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
高
橋
延
幸
議
員
所
感

　
「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
」
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
や
は
り
、
見
る
、

行
く
、
体
験
す
る
機
会
を
与
え
て
下

さ
い
ま
し
た
事
に
心
か
ら
感
謝
致
し

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
湯
河
原

町
の
進
ん
で
行
く
道
を
改
め
て
痛
感

し
た
場
面
も
都
度
あ
り
ま
し
た
。
多

く
の
人
達
に
出
会
い
、
交
流
し
て
来

た
事
は
、
私
、
一
人
だ
け
の
財
産
で

は
な
く
今
後
の
湯
河
原
町
の
為
に
尽

く
せ
る
よ
う
に
、
生
か
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
決
し
て
日
本
が
遅

れ
て
い
る
国
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

近
く
て
似
て
い
る
人
種
、
都
市
、
田
舎
、

人
間
像
を
見
て
き
た
時
に
、
遊
び
で

行
っ
て
来
た
時
と
は
違
う
目
で
異
国

を
体
験
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
大

韓
民
国
は
、
日
本
に
負
け
る
な
、
日

本
を
追
い
越
せ
と
い
う
感
じ
で
歩
み
、

い
つ
の
日
か
肩
を
並
べ
る
レ
ベ
ル
ま

で
到
達
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

私
達
も
追
い
越
さ
れ
た
り
、
追
い
越

し
て
い
け
る
様
、
い
つ
ま
で
も
い
い

ラ
イ
バ
ル
と
し
て
、
精
進
し
て
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

非
常
に
暖
か
い
人
達
に
ふ
れ
あ
う
時

間
が
持
て
ま
し
た
事
に
改
め
て
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、
今
回
の

経
験
を
糧
に
、
こ
れ
か
ら
も
、
広
告

塔
と
な
れ
ま
す
よ
う
湯
河
原
町
を
宣

伝
し
て
い
き
多
く
の
人
達
と
交
流
を

深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
露
木
寿
雄
議
員
所
感

　
こ
の
度
、
忠
州
市
姉
妹
都
市
提
携

１０
周
年
記
念
事
業
と
第
７
回
忠
州
世

界
武
術
祭
開
幕
式
の
視
察
等
で
始
め

て
韓
国
忠
州
市
を
訪
問
い
た
し
ま
し
た
。

市
関
係
者
の
皆
様
方
、
又
地
元
の
人
々

の
心
温
ま
る
歓
迎
に
は
感
激
い
た
し

ま
し
た
。
忠
州
市
は
、
韓
半
島
の
中

心
を
現
し
、
日
本
の
新
潟
市
と
同
緯

度
と
の
事
、
町
並
み
も
山
並
み
も
バ

ス
の
窓
か
ら
の
景
色
は
、
日
本
の
そ

れ
と
変
わ
ら
な
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

忠
州
市
の
人
々
の
温
厚
で
お
お
ら
か

な
性
格
は
、
湯
河
原
町
民
と
ま
っ
た

く
同
じ
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
中

央
塔
や
寺
院
遺
跡
等
を
視
察
い
た
し

ま
し
た
が
、
韓
国
民
俗
文
化
の
一
端

を
見
た
思
い
で
し
た
。
今
後
も
忠
州

市
と
湯
河
原
町
が
さ
ら
な
る
交
流
を

深
め
、
よ
り
一
層
の
友
好
関
係
が
続

く
こ
と
を
、
今
回
の
短
い
訪
問
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
特
に
感
じ
ま
し
た
。

ルールを守って明るい政治 3ない運動 政治家から有権者への寄付は受け取らない！

　10月９日に上陸した台風22号は、近年稀に見る被害を当町にも

たらしました。被災された方々には心からお見舞い申し上げます。

　台風による被害の復旧作業は現在も続いていますが、消防団・建

設業協同組合・各地区の皆様及び町職員の多大なるご尽力に対し厚

くお礼申し上げます。

台
風
22
号

 
に
つ
い
て

オ
レ
ン
ジ
ラ
イ
ン
崩
壊
現
場

■平成16年度9月補正予算の結果　　　　　　　　　　　　　　　　　

一 般 会 計 �

国民健康保険事業特別会計�

介護保険事業特別会計�

1億4,688万円�

1億5,996万円�

4,205万円�

88億8,449万円�

30億1,496万円�

15億3,805万円�

児童手当、道路維持費、道路改良費、幕山公園整備事
業、電算処理システム統合事業など�       

診療報酬、高額療養費、老人保健医療費拠出金�       

予備費�       

会　　計　　名�       補　正　額�    補正後の額�           概　　　　　　　　　　　　　要�       

■平成16年度１１月補正予算の結果　　　　　　　　　　　　　　　　　

一 般 会 計 � 1億3,235万円 90億1,684万円� 災害復旧費、災害救助費

会　　計　　名�       補　正　額�    補正後の額�           概　　　　　　　　　　　　　要�       

答えの番号を、ハガキに書いて応募してください。

正解者の中から、１０名の方に抽選で粗品を贈呈します。

　　　　　　　　　　締切日：１２月１０日（金）消印有効

※51号の正解は③「ヒイラギ」でした。

あて先／〒259-0392 湯河原町中央二丁目２番地１
　　　　湯河原町議会事務局内　議会だより編集委員会 まで

大韓民国・忠州市と緯度が最も近いのは

次のうちどこでしょうか？

①奈川村　　②三原市　　③湯河原町
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No.52 平成16年11月

　
湯
河
原
町
議
会
は
、
よ
り
開
か
れ
た

議
会
を
め
ざ
し
て
お
り
、
本
会
議
及
び

常
任
・
特
別
委
員
会
の
会
議
録
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

（
本
会
議
の
会
議
録
は
、
町
立
図
書
館

で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。
）

　
「
議
会
ゆ
が
わ
ら
」
に
関
す
る
ご
意

見
・
ご
要
望
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
委

員

長
　
　
佐
々
木
　
征
　
坡

　
副
委
員
長
　
　
原
　
田
　
　
　
洋

　
委
　
　
員
　
　
長
谷
川
　
俊
　
子

　
委
　
　
員
　
　
土
　
屋
　
誠
　
一

　
委
　
　
員
　
　
杉
　
本
　
光
　
明

　
委
　
　
員
　
　
小
　
澤
　
眞
　
司

　
傍
聴
の
ご
案
内

　
本
会
議
、
常
任
委
員
会
及
び

特
別
委
員
会
は
傍
聴
が
で
き
ま
す
。

（
委
員
会
は
先
着
6
名
）

受
付
／
開
催
日
の
午
前
９
時
か
ら
�

場
所
／
第
1
庁
舎
2
階
議
会
事
務
局

12
月
議
会
日
程
�

11
月
30
日
㈫
本
会
議（
一
般
質
問
）�

12
月
2
日
㈭
本
会
議
（
条
例
・
補
正
予
算
等
）�

　
　
3
日
㈮
民
生
常
任
委
員
会
�

　
　
　
　
　
広
域
行
政
特
別
委
員
会
�

　
　
6
日
㈪
経
済
建
設
常
任
委
員
会
�

　
　
　
　
　
国
内
外
親
善
都
市
推
進
特
別
委
員
会

�

　
　
7
日
㈫
総
務
文
教
常
任
委
員
会
�

　
　
　
　
　
あ
た
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会
�

　
　
9
日
㈭
本
会
議（
委
員
長
報
告
等
）
�

審議した議案と各議員の賛否 （平成１６年９月定例会・１１月臨時会）
○は賛成、×は反対、欠は欠席を表しています。

議
　
案
　
番
　
号

36
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40

41

42

43

44
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46

47

48

49

50

51

52

陳情1５

意見書４

決議１

意見書５

53

専決処分の承認について（控訴の提起）

専決処分の承認について【平成16年度湯河原町一般会計補正予算（第２号）】

湯河原町手数料条例の一部改正について

平成16年度湯河原町一般会計補正予算（第３号）

平成16年度湯河原町国民健康保険事業特別会計補正予算 （第１号）

平成16年度湯河原町介護保険事業特別会計補正予算 （第１号）

決算の認定について（平成15年度湯河原町一般会計）

決算の認定について（平成15年度湯河原町国民健康保険事業特別会計）

決算の認定について（平成15年度湯河原町吉浜財産区特別会計）

決算の認定について（平成15年度湯河原町下水道事業特別会計）

決算の認定について（平成15年度湯河原町老人保健医療特別会計）

決算の認定について（平成15年度湯河原町介護保険事業特別会計）

決算の認定について（平成15年度湯河原町水道事業会計）

決算の認定について（平成15年度湯河原町温泉事業会計）

動産の取得について（高規格救急自動車）

人権擁護委員候補者の推薦について

真鶴町湯河原町合併協議会の廃止について

県立小田原養護学校分教室設置に関する陳情

県立小田原養護学校分教室設置に関する意見書

あたらしいまちづくり調査特別委員会の設置に関する決議

砂防・治山の整備を求める意見書【※11月臨時会】

平成16年度湯河原町一般会計補正予算（第４号）【※11月臨時会】

議　員　名

議 　案　 名

審

議

結

果

○○○○○○○○○○○○○○ ○

○○○○○○○○○○○○○○ ○

○○○○○○○○○○○○○○ ○

×○○○○○○○○○○○○○ ○

○○○○○○○○○○○○○○ ○

○○○○○○○○○○○○○○ ○

○○×

欠

欠

欠

欠

欠

欠

○○○○○○○○○○○○ ○

○○○○○○○○○○○○○○○ ○

○○○○○○○○○○○○○○○ ○

○○○○○○○○○○○○○○○ ○

○○○○○○○○○○○○○○○ ○

○○○○○○○○○○○○○○○ ○

○○○○○○○○○○○○○○○ ○

○○○○○○○○○○○○○○○ ○

○○○○○○○○○○○○○○○ ○

○○○○○○○○○○○○○○○ ○

○○○○○○○○○○○○○○○ ○

○○○○○○○○○○○○○○○ ○

○○○○○○○○○○○○○○○ ○

○○○○○○○○○○○○○○○ ○

○○○○○○○○○○○○○○○ ○

○○○○○○○○○○○○○○○

承　認

承　認

可　決

可　決

可　決

可　決

認　定

認　定

認　定

認　定

認　定

認　定

認　定

認　定

可　決

同　意

可　決

採　択

可　決

可　決

可　決

可　決○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

青

木

昭

久

北

村

幸

則

丸

山

孝

夫

松

野

　

滿

小

澤

眞

司

二

見

康

男

佐
々
木
征
坡

原

田

　

洋

杉

本

光

明

山

崎

光

男

土

屋

誠

一

長
谷
川
俊
子

半

川

義

輝

冨

田

幸

宏

室

伏

重

孝

高

橋

延

幸

露

木

寿

雄


